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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・今後有給を取得したい場合は、ワークフロー提出に加えて、慶長JGMにも口頭で報告と相談をすること。
・自身の担当利用者様のデータベースの情報を最新のものに更新すること。期限は12月中。
・ジョブガイダンスを1月に実施予定。日程や内容については利用者に希望を確認しながら決定していく。
・八戸学院大学看護学生が12/19（水）実習予定。

・医療連携モデル事業の会議（田名部一樹様）の日時

12/17（月）15：00～　場所：グリーンガーデン　参加者：柴崎さん

・12/19（水）15：30～医療連携モデル事業の会議があり、柴崎さんが参加予定。

＜各種締め切り＞
・1/10（木）疾患別診療計画書（新担当）、週4回以上利用で医師の評価が6カ月されていない利用者様がいれば、医師の評価を忘れずに。
＜研修案内＞
〔内部研修〕
・12/18（火）、19（水）　第7回　院内研修　テーマ「睡眠薬について」
講師：梅内エミ薬剤師　場所：メンタル病棟3階会議室
・1/9（水）　看護グループ内研修　テーマ「患者様のプログラムに関して（リハプロ、作業療法、ＳＳＴ）」　講師：木村ＪＧＭ　佐藤ＯＴ　場所:2階会議室

＜青明舎利用者様情報＞
・東海林　紀子様～12/10夜間架電があり、眠剤飲んだが眠れないと話している。主治医からは服用後2時間経過しても眠れなかった際にはもう一錠飲んで良いと許可されているとのこと。いつでも眠れるよう環境を整え、横になって休養してみるよう説明し、電話を終了している。翌日架電があり、電話後1時間程度で眠れたとのことで、仕事も問題なく行えたと報告している。
・寺沢　彩　様　～12/11来所しており、離婚届を提出したことを報告している。旧姓へと戻ったこともあり、今後保険などの変更手続きを進めていくと話している。

・松川　順子　様～本人より架電があり、灯油1缶しかないことが心配と話している。先週訪問の際に、次回訪問時に八戸液化ガスに電話し対応することとしていた為、日程を確認し対応している。八戸液化ガスに連絡をし、灯油を18リットル3缶、10リットル1缶購入している。対応方法をスタッフと確認しているが、一度確認した内容を繰り返し聞いていることが継続している。その他、怠薬なく食事も問題なく、購入品にも問題はない。残金10962円でやりくりは大丈夫とのこと。
・高柳　和子　様～12/12定期訪問実施。体調は波があるが、最近調子は良いと話しており、2週間頓服を飲んでないとのこと。しかし、咽頭痛や歯の痛みがあるとのことで、カロナールを服用し対処していると話している。また、最近野菜を食べていないと話す為、安売りを狙って購入し、摂取するよう促している。
・鈴木　知子　様～12/14架電があり。保険はみんなはいっているのかと質問がある。他の方の詳細はわからないことを伝え電話を終了。翌日再度架電があり、年金と生活保護に関して質問する為、スタッフから説明している。化粧品などの支払いや今後に関する金銭的な心配を話しているが、現在貯金もあるとのことで、問題なく対処できていることを伝えている。デイケアでも保険に関する相談があり、詳細を確認すると、葬儀屋の互助会の話をしている様子。払えない金額ではないが、解約すれば7万円返ってくると話している。本人はやめなくても良いかなとのことで、様子を見ながら考えていくよう促している。
・我満　奈津紀様～12/15今後の訪問について本人へ電話をしている。引越し後の様子を確認する為に、12/15の訪問を12/29に変更したいことを伝え、本人了承している。以前、訪問を月1回にしたいと話していたが、その訴えをした時は、娘様と喧嘩をした後の電話で気持ちが高ぶっていたこともあるのか、訪問に関して話している内容が変化している状態となっている。青明舎では、引越しや娘様との関係性を踏まえ、訪問は月2回を継続しようと考えていて、月1回にすることは決まっていないとのこと。
・平　京子　様　～生活保護終了後の生活に関して確認すると、今まで通りであれば、問題なく対応できると話している。何かあったさいには相談するよう説明し、同様にデイケアでも何かあったら相談するよう促している。
・浅坂　政美　様～定期訪問時に、服薬ボードに朝食後薬が残っており、遅れて服薬したことがあったが、声掛けで拒否なく飲んでいる。生活上大きな問題はなく、自分一人でバーデハウスの風呂に行ったと報告している。
・森田　清助　様～12/12定期訪問を実施。食事睡眠は問題なく、煙草は1日1箱を守り、デイケア利用できていると話している。雪かきは、隣人がしていないことを見てやる気がなくなったと話しており、今回行っていないとのこと。年末年始はデイケアに行かないと話している。
・磯島　貴広　様～訪問看護「五福」より情報提供があり、今後、就労継続支援B型施設の利用を希望しており、本人から青明舎へ相談に行くと話していたとのこと。現状まだ来所していないが、来所時に状況確認していくこととしている。

＜グループホーム利用者様情報＞
・淡路　智恵子様～本日義理の姉に合う予定だったが、姉の体調不良で12/22へと変更となる。本人は、義理の姉が保護者を続けてくれるのか不安と話す為、世話人も同行して相談したいことを伝えるが、乗り気ではない。
・船場　幸子　様～本人より、最近手足がしびれることがあると話している。その他不調はないとのことだが、継続して様子をみていくこととしている。
・繁名　和恵　様～重度心身医療の手続きを行っている。本日、麻美レディースクリニックを受診し、漢方薬が処方。最近体調が不安定であることや、日課を行えない様子が目立ってきている為、病状変化に注意しながら対応していく。
・古舘　ヨリ　様～糖尿病について、HbA1cが7.2と悪化しているが、インスリン注射は再開せず様子を見ていくとのこと。また、12/14夜に、鹿内眼科の服薬を忘れることがあったが、電話にて対処を確認し、対応できたとのこと。
・豊川　明男　様～年末年始12/26～1/6まで休むと話す。デイケア利用促すが、乗り気ではない。休養だとしても長すぎることを伝え、今後もデイケア利用を促していく。
・若松　邦生　様～SNSのメールについて、詐欺のようなものが送られてきていたが、落ち着いて対処できている。貯金が100万あるとのことで、今後タブレットの購入を考えていくとのこと。また、下妻様との関係について、相手から睨むように見られることが多く、ナイトケア休もうかなと話している。
・藤村　翔　様　～母様がグループホームを訪問しており、糖分や間食の摂取を過剰に制限しようとしていたとのこと。本人不満として感じる可能性があるため、本人の言動に注意しながら対応していく。

・大下　伸治　様～本人より不安の訴えがあったが、詳細上手く説明できていない。デイケアでは、自立支援医療の更新手続きに関して本人に説明しているが、うまく行動出来ていないことがあり、そのことに不安を感じている可能性がある。姉にも情報を伝え、確認しながら対応していく。
・石切　久　様　～ナイトケア体験利用を検討しており、本人より1月からやってみたいと希望がある。

＜利用者様情報＞
デイケア
・佐々木　常夫様～来所してすぐにスタッフに自身の症状をメモした紙を見せている。顔のこわばり、体の火照り、眼球上転があり落ち着かない為、頓服薬が欲しいとの事で、急ではあるが、医師面談を実施。ビペリデンとジアゼパムが処方となり、様子を見る事としている。昨日は体の火照りが酷く、水を10ℓ程飲んだと言っており、体調を崩す可能性がある為止めるように助言している。

・高山　英佐　様～体験利用実施。笑顔でスタッフに挨拶している。エアロビに意欲的な様子で運動靴を履き、参加。始めはステップについていけない様子だが、徐々に動きを合わせる事が出来ている。終了後は「疲れた。」と感想を話している。

・斉藤　良宏　様～表情良く来所している。次男嫁様へ南陽館の利用について確認すると、昨日から利用しており、「楽しかったようです。」との事。本人へどんな事をしたか聞くと「何だべ。色々な。」と笑顔で返答している。しかし、時間が経つと「どこも行っていない。」と返答することがあり、何度か声掛けすると「どっか出掛けたたな。」「風呂入った。」と思い出すことが出来ている。プログラムは事前に伝えるが、何をすればよいかわからなくなり、確認する事が多い。

・川口　八寿子様～先週末、腰を痛めた件について確認すると、20Lの灯油缶を両手で持った際に腰を痛めたとの事。湿布と腰痛ベルトを着用して過ごしている。無理のないように過ごすよう伝えるが、運動療法へ普段通り参加している。終了後の腰痛の悪化はないとのこと。

・佐々木　理佳様～表情しかめ、落ち着かない様子が見られており、休養すると話すことやエアロビクスにやっぱり参加するなど、行動が二転三転している。男性スタッフから体調を聞くと、「特に問題ないです」とのみ話しており、詳細を話すことはない。
デイナイトケア
・古川　富蔵　様～青風荘から情報提供がある。患部の発赤や表皮剥離、足の付け根の疼痛が認められ、昨日は、左膝下の発赤や歩行し初めの足の疼痛を認めたが、同日から日課やレクリエーションに参加し、発熱なく経過。本日高橋皮膚科を受診し、同日から軟膏は塗布せず、シャワー浴であれば可能、また、デイナイトケア利用時は安静にし、足を挙上するよう説明がある。オラセフ錠（250）×1T毎食後が7日分処方。医師より明日まで休むように言われたとの事で、水曜日から来所の予定となっている。

・倉橋　生子　様～青風荘から情報提供がある。20：25頃に妹へ電話を掛けており、電話をかけ終わった後は、「1ヶ月ぶりに妹が出た」と話していたとのこと。本日のデイナイトケアではやや遅れて参加したり不参加したりすることがある。眩暈を訴えているが、適宜プログラムに参加している。特定スタッフを過剰に褒めること過度に話し掛けることがある。
・稲垣　ふき　様～青風荘から情報提供がある。14日にデイナイトケアスタッフへ金銭面の不安を訴えていた。翌15日に青風荘スタッフが管理している通帳を見るが残高に納得できず15分後にスタッフに返却している。就床前薬服用時に「お金がない。役所から引き出さなければダメだ」と話すことがあったという。本日のデイナイトケアでは当館SWに「ここの担当さん？」と話し掛けがあり、障害年金や青風荘の入居費について説明している。上記について青風荘に情報提供すると、普段から金銭面の不安を訴えているとの話である。浪費はしていないため、貯金額が徐々に減ったのではないかと考えられる。

・倉石　ヨシエ様～青風荘から情報提供がある。定時の時間になっても起床してこないことがあり、声掛けに言っている。8：00時点で、食事も「食べない、寒い」と話しており、バイタル測定を行うと、異常はない。来所後大きな問題はないが、スタッフからの声掛けで渋々ホールに降りている。転倒に注意しながら安全に過ごすことが出来るよう介入していく。
ナイトケア
・下妻　康貴　様～来所後間もなく腰痛を訴えている。詳細を確認すると「仕事先での雪かき作業が多くて疲れた。あと明日講習会で使用する苗植え用のプランナーを70個くらい移動していたら腰が痛くなった」と話している。以前腰痛が生じた際にエアマットを床に敷き横になっていたが、本日数か月ぶりに同行動に至っている。その後、症状は軽減したが軽度の疼痛が生じているため湿布薬を貼布している。若松邦生様が席を離れた後に「協調性がないよね。何でも好き勝手やってさ」と話しており、以前よりホールにいる時間が長くなったことや自主活動はテレビ観賞や他者交流だけでなく自己学習も含まれることを伝えるが、その発言について受け入れる様子はない。「勉強して何になるのさ。俺は色んな人を見てきたから、若松くんがどういう風に育てられたか想像できるよ」「オタクと関わりたくないんだよね。どうせ俺のこと見下してんでしょ？」と攻撃的な発言がある。
・若松　邦生　様～スタッフと１対1で話をしていると下妻康貴様が話している場面をじっと見てくることや、自分がナイトケアに来ると下妻康貴様が不機嫌になることがあり、「自分はナイトケアに来ない方が良い」「自分が苦しくなってくる」と話し、20：25頓服薬服用している。本人と話し合い、今後の対応について相談し、今後の通所については下妻康貴様が通所しない火曜日だけは通所する事を約束し20:45帰宅している。

〈事例検討〉
カンファレンスシート（繁名　和恵様）　
実施日：H30年12月17日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：紫葉　夏海
検討内容　計画・目標の評価

	氏名
	繁名　和恵
	性別
	女
	年齢
	53
	生年月日
	S39年1月1日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	慢性腎炎、糖尿病

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得　対人関係技能の向上

作業遂行能力の維持・向上　病識を身につける　社会資源の利用

	本人希望
	現在の生活を維持する

	家族希望
	現在の生活を維持する

	入院歴
	計5回（最終：平成17年9月～平成18年4月）

	通所歴
	1回目

今回：平成19年4月2日～現在　　（週4回/月・火・水・金）

	その他サービス利用
	訪問看護：隔週木曜日

	住居：グループホームあおぞら
	家族構成：両親ともに他界。市内に住んでいる二姉（君枝様）が保護者である。三姉も同じく統合失調症を患い入退院を繰り返している。
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	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	重度心身障害者医療費助成制度利用中
	国民健康保険


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せず、地域生活を続ける。
	①疾病管理を行うことが出来る。
	①不調を感じた際に自己対処が出来る。
	身体的不調か精神的不調か不調を感じる所を具体的に聞き、不調を的確に表現出来るように関わっていく。

	
	②規則正しい生活を送る。
	②デイケアを休まず利用し、安定した生活リズムを保つ。
	安定した生活リズムを保ち、デイケアを休まず利用できるよう自己管理が出来るように関わっていく。スタッフは生活状況を確認し、自分で体調管理を行えるように一緒に考えていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①不調を感じた際に自己対処が出来る。
	・身体不調・精神的不調がある際には、現在どのような状態であるのか言葉として、表現することが出来ている。
・不調が起こると、デイケアに来ないと言い張ってしまい、様子を見てから行動するということが出来ていない。
・デイケア内での日内変動が、大きいように感じられる場面が何度か見られている。（午前中、静養室で休養したいと訴えた後、午後から他利用者様を笑顔でいじったり、スタッフに冗談を離したり。）
	　現状として、不調があった際には、自分の感じていることを言葉として表すことが出来ている。そのため、スタッフもその内容から身体的なのか精神的な不調なのか判断がつく為、本人様には今後も不調があった際には、適宜話すよう伝えていく。その他、今後自己対処は、本人の現状的にハードルが高い為、適切な対処ができるようにスタッフから声掛けを行っていく。

	②デイケアを休まず利用し、安定した生活リズムを保つ。
	・9月76.5％、10月73.7％、11月52.9％と9月10月は70％を維持することが出来ていたが、先月は急激に下がっている。
・7月64.8Kg、8月68.2Kg、9月73Kg、10月70.6Kg、11月71.2Kg、12月73kgと徐々に体重増加傾向にある。

・不調の訴えが多く聞かれ、日課（特に、入浴）が思うように行えないことが続いていた。主治医面談時前には、自身より入浴すると発言があり、実行することが出来ている。
・11/9（金）、11/13（月）、11/16（金）、11/21（水）、11/23（金）、11/26（月）、11/9（火）、11/30（金）と月曜日と金曜日の欠席が多く、連続で欠席する傾向が見られている。
	　現状として、デイケアへの欠席率が減少している。その他、体重増加や日課がままならないと言ったことがあり、生活リズムが崩れている為、本人様に現在の状況を適宜、フィードバックする必要がある。そのため、目標は継続して行い、適宜フィードバックを行い、本人様と一緒に欠席や現在、日課がままならなくなった原因を考えていくこととする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せず、地域生活を続ける。
	①疾病管理を行うことが出来る。
	①不調を感じた際に適切な対処が出来る。
	身体的不調か精神的不調か不調を感じる所を具体的に聞き、不調を的確に表現出来るように関わっていく。

	
	②規則正しい生活を送る。
	②デイケアを休まず利用し、安定した生活リズムを保つ。
	安定した生活リズムを保ち、デイケアを休まず利用できるよう自己管理が出来るように関わっていく。スタッフは生活状況を確認し、現状を振り返れるように一緒に考えていく。


